
∠勿論

Nα540

ハ、
！
㌔

◎
、

●　MAエ’96

醒5月
　　　ロ　　　　　　　　　　　ロ　　ロロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　発行宮崎県東臼杵郡東郷町・編集総務課TEL69－2111
1川II51旧lll川IIIIII川II幽1川Illll川幽1川III川Illl川lnllll川川川r川1川1川1川，1幽1川8111幽1，Illl川1川III8111，ll川1川川Ilr川川ll。ll聖1川1川川IIII伽ll川川＝llllllllr川整川置旧lmllllrllll川川旧Ill川rllll川lr川lr川lll川

　ノ　　　　　
ノ

㍉　ま～箏の／
　　ヘ　　へ　　　　 な

　　’つごき＼＼

潔人口5・489人（△40）

欝婁1：器1交1食3男
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⑨　「町報とうこう」は再生紙を使用しています
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諸収入
128，251（2．9％）

歳入の財源構成単位：刑

　1
他交付金
151，601

（3．4％）

　　　　自　　　主　　財　　　町税
　源320，256
　　　　（7．3％）、⑤繰入金

へ

＆’3 P；：髭）

讐，。4

　　（6．3％）

地方交付税　　依

　　　　一般会計
　　　　歳入総額
　国庫支出金　　4，397』00

307，296

（7．0％）

　　町債
　　587，700

　　　　　県支出金　　（13．4％）
　　　　　488，820
　　　　　（11」％）

r763％）

1，820，000

（41．4％）

源

財

存

歳出の性質別構成轄：刑

　　　　　　　　　人件費
　　　　　　　　　　797，679
　　　　　　　　　　（18．2％）　　　普通建設事業費等
　　　　し750，350

　　　　　　　　　　　　　扶助費　　　　（39．8％）
　　　　　　　一般会計　　　311，051
　　　　　　　歳出総額　　（7・1％）

　　　　　　　4，397，000　　　公債費

　　　　　　　　　　　　510，249
　　　　　　　　　　　　（IL6％）

　　　　　　　　　　補助費等
　　　　　　　　　　448、856　　　　　　　物件費　　　　　　　　　　（10．2％）
　　　　　　　353，131
その他　　　　　　　　　　　　（8．0％）
225，684（5．1％）

町税（320，256千円）の内訳

町　　民　　税 109、，827

固定資産税 ！81，716

軽自動車税 9，562

町たばこ税 19，150

特別土地保有税 1

＿　　＿＿＿＿＿＿＿　　＿」
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ト
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？
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0職員給与費の状況 髄F成8年度一般会計予算書・

給　　　　与　　　　費 1入当たり　　　　（B．／A）給与　費

区分 職員数
@（A）

給　　料 職員手当 雛手当 計（Bl

8年度

　　人
X7

　　下田
R29，169

　　干円

R0，033

　　科1］

P53，457

　　刊l1
T12．65gi　　　1

　　　　科l1

T285

②職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

　　　　　　　　　　　く・杓友8年度一般会詐予算i奪

一般行政職 277．981円〔37．5歳1

技能労務職 309．957円！43．4歳〕

平成7年4月1日現在〈給与改定前〉

町 280．387円〔38．2歳〕

県 318，773円69．4歳）一般行政職

@　　　P
国 297．346円〔38．7歳1

町 298，029円［43．9歳｝

技能労務職 県 320．240円q5．9歳1

国 273．208円q7．9歳1

③一般行政職の八二職員数の状況
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平成8年度一般会計予算書，　④職員の初任給の状況　　・F成8年4月1［｛現在

区　　分 1級 ’2級
3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な

E務内容

主事

Z師

主事

Z師

主事

Z師

係長

蜊ｸ

課長補佐

蜉ｲ
i係長

課長 課長

職員数
　ノ＼

W
　ノ＼
P2

　人
P2

　人
P4

　人
Q4

　尺
X

　ノ＼

R 　人W2

構成比
　ラク

X．8

　つク
P4．6

　クレ
P4．6

　クク
P7．1

　クク
Q9．3

　ワ　　　　　　　ウ　つ　　　　　　　ク

P1．0　3．6　　1

　　つク
P00．0

区　　　　分 初任給
採用2年経過日
ﾌ給料月額

大学卒
159．…州　175．6・・μ1

一般行政職
高校卒

　　　円l137，900

　　　　　円
P47，400

技能労務職

　　　　　　　円蜉w卒I159．000 　　　　　円
P75，600

　　　1　　　　　円nl這　137．901）　　　し
1　　　　　　　　　円
I　147．400

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

平成8年度

わがまちの予算公表
　　　　般会計　43億99700

回童聾〃

過が
　　　　対前年比
万円（7％増）

平成8年度　会計別予算 1単f立：千lq

会　　計1 8年度当初 7年度当初 比　　較

一般会計 4，397，000 4，110，000 287，000

国保会計
570200

：

　　　　　　　1
T47、740　　　i　　　　　22，460

老保会計 652，150
i　　　560．000

92，150

農集排会計 80，800 0 80，800

簡水会計
295500　　，

　　　　　　　1210．900　1

84，600

病院会計
　　　　　　　1
S44．862　　1　　　　428．318 16，544

・収益的 407，152 36L146 46，006

・資本的
　　　　　　！
R7．710　　　　　　　　67．172 一29462　　　，

計 6，440，512 5，856，958 583，554

　
平
成
八
年
度
の
予
算
に
当
た
っ
て

は
、
第
二
次
東
郷
町
総
合
長
期
計
画

を
基
調
に
、
（
↓
農
林
基
盤
の
整
備
、

⑤
廿
生
活
環
境
の
整
備
、
⑥
古
同
齢
化

対
策
、
↑
）
生
涯
教
育
対
策
、
⑤
後

継
者
対
策
、
の
五
項
目
を
重
点
施
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と
し
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農
山
村
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
、

経
済
の
不
況
、
農
林
業
の
低
迷
な
ど

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
効
率
的
な
予
算
の
執
行
と
創

意
工
夫
1
1
一
よ
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、
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の
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が
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豊
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鶴
野
内
ふ
る
さ
と
開
発

整
備
事
業
（
道
の
駅
）

　
鶴
野
内
中
水
流
地
区
に
、
道
の
駅

や
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
諸
施
設
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
、

　
公
営
住
宅
整
備
事
業

　
若
者
定
住
促
進
の
た
め
の
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
を
仲
野
原
地
区
に
四
戸
、

公
営
住
宅
を
孝
迫
地
区
に
四
戸
建
設

し
ま
す
．

　
林
業
構
造
改
善
事
業

　
森
林
活
用
施
設
と
し
て
、
コ
テ
ー

ジ
を
二
棟
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
一
二
棟
建

設
し
ま
す
．
こ
の
事
業
に
よ
り
、
観

光
施
設
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
す

二
十
一
世
紀
を
め
ざ
す

　
　
　
む
ら
づ
く
り
事
業

　
小
野
出
の
大
谷
組
合
、
福
瀬
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に
そ
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ぞ
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営
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す
。
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仁
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の
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催

　
平
成
八
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卜
一
月
九
日
〔
土
）
～
十
二

日
（
火
）
に
県
内
瓦
町
七
町
で
、
第
几

回
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国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
9
6
）
が
開
催
さ
れ
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が
、
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の
中
で
、
大
会
史
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初
め
て
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短
歌

大
会
が
、
若
山
牧
水
の
生
誕
地
で
あ

る
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
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第
三
次
東
郷
町
総
合

　
　
長
期
計
画
の
策
定

　
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
町
政
運
営

の
基
本
と
な
る
総
合
的
な
計
画
を
策

定
し
ま
す
． ソ

フ
ト
事
業

爵

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
…
…
町
長

ハ
ー
ド
事
業

道
、
展
望
所
、
駐
車
場
等
の
森
林
公

園
整
備
を
実
施
し
ま
す
が
、
今
年
度

は
遊
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

　
屋
根
つ
き
運
動
広
場

　
高
齢
者
を
は
じ
め
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
地
区
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
屋
根
つ
き
運
動
広
場
を
一
二

地
区
に
建
設
し
ま
す
．
．
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
、
区
の
行
事
等
多
目
的

に
利
用
が
で
き
ま
す
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉

8
年
度
の
主
な
事
業
の
概
要
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イギリスの休日

？

　日本は、イギリスより祭日が多いようです。イギリスは祭日が少なくゴールデンウィークのよ

うな連休はありません。10日間の休日は、宗教祭や銀行休みのためにあり、宗教関係祭は、クリ

スマスやイースターなどのような祭日を含むものです。銀行休みは、企業にも影響がありますの

で、それが休日になったようです、5月には、3日と31日に銀行休みがありますが、パブに行っ

たり友達に会ったりする休日として過ごされています。このように、休日が少なくても職場での

有給休暇は平均で4週間ほどあり、有給休暇という点では、日本より多いと思います。

　日本の場合、4月はストレスが溜りやすい月だと思います。その理由は、転勤などの人事異動

や、入学式などのように新しいスタートがあり、生活環境に変化があるからだと思います。これ

に対し、イギリスは＼学校の時期は9月から7月までで、職場での人事異動も決まった時期には

行われません。また、雇用の面でも職務別に募集して採用するケースが普通です。採用基準は、

性格や学歴よりも、その職務に関する知識や経験を重んじます。

　私にとって、5月は、あまり好きな月ではありません。それは、3月や4月は桜の花もきれい

で希望に満ちあふれた季節ですが、5月は夏を待つ時期で、春でもなければ夏でもない中途半端

な季節だからです。　　　　　　　　　　　　　　　　ム，　、　　．　　　　　i，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル，・

東
郷
町
文
化
協
会
「
草
花
会
」

「
第
二
回
花
の
み
や
ざ
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
奨
励
賞
を
受
賞
〃

《4月1日付》

4月1日付で、町職員の人事の発令が行われました．なお、本年度の新規採用者は5名です

と号東今現　し回れ花ん原　わフ輝が本回
で沿郷半在草た出た会’郁表れうき　’町花零
すい二二会花。賞多を寺夫彰たワ’団のの崎

県
が
実
施
し
て
い
る
「
第
2

み
や
ざ
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

東
郷
町
文
化
協
会
「
草
花
会
」

体
の
部
で
見
事
、
奨
励
賞
に

3
月
1
5
日
に
宮
崎
市
木
花
の

ー
フ
ェ
ス
タ
9
6
会
場
で
行
な

表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
草
花
会
会
長
の
寺

さ
ん
と
会
員
の
木
村
喜
一
さ

原
八
重
子
さ
ん
の
3
人
が
草

代
表
し
て
出
席
、
会
場
に
旧

く
の
観
光
客
が
見
守
る
中
、

書
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
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@　　　…　　旨　　　　　　　　　1 ：管　　財i　　1雌野推彦 兼若林1｝漢

1情　　報　　　小林英明 若杉健司　兼黒木ダ）くみ　兼与原君保　　兼糸1F和紀

　　　　　　　　　1r砂逮一…　　　　　i海野茂実
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民
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祉
生
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ﾟピ重文美’ ．環境衛生 福田幸一 置二輪T．穂　㊨一・政多栄」㌃　冗野隆博　　　　　　　　　　　12

伊東ヒロヨ　三浦信代i保育園 鶴野内　査学原映f・　土圏iモ谷Ui村初美

振　　興 策黒木孝：利 三浦浩司　那須幹夫
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政
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耕　　地 兼岩崎芽男 松1上昇・
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1
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設

黒木勝男 山口佐知男 菊池輔弘 土　　イく 兼菊池輔弘 黒木義人　　兼吉田健二

7
8
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逮　　築 占田健二

指4員 清水昭生
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老
人
ホ
ー
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院

医帥

@谷田　　誠

@揖u［1屯ク、

ﾇk

@黒木彰男

I
i
井
蹴
「
1
看
護
婦
1

に岩敬重鋼恥とみ勧山恵「
P三児長洋1㌃1二三本シマf　食1也口三都代

15

P
7

1 ．調理員 ¢川崎鋤1一ll【渓r

出納 赤木ツヨヂ 会　　計 兼赤木ツヨヂ 秀矢野澄代 2

議会 芋原弘勝 長友久美 2

総務・学校 海野真理 与田雅彦

≠校給食員 与小．葱黒木ピサf　　｛℃白叫和代教
ム
目
委
口
員
会

教育次長

糟ｴ孝徳

　　　　1@　　　1　　　　1海野哲生i　　　I　　　　1

生涯教育 兼海野上坐

西田宗占　｝鯉f真由美　　派竺守田保昌

ﾐ堂古川　望　　三指池田春代

総ﾛ交流員　シ∋十一・バーケ　　ト　　　　　　　　　　　　　1

12

D17ト

1　　・
@園長P胴く男 　芋迫幼稚園

P　　－ll藤厘f

賜．翻恭子鱗口訂　　　　　　　i二三舞田恵智子

垂
耳
i
セ

兼．

､原孝徳
副所長
R田重男5　　　　1

1 鱒連圏繭一聯帽　　　…・

※
太
文
字
は
異
動
者
、
カ
ラ
ー
文
字
は
新
規
採
用
者
　
主
査
…
㊨
　
主
任
技
術
員
…
⑫
　
（
兼
）
は
兼
務

会
は
昭
和
6
2
年
2
月
に
発
足

員
は
5
名
で
、
活
動
場
所
は

彰
の
対
象
と
も
な
っ
た
、
旧

か
ら
成
願
寺
ま
で
の
3
2
7

の
花
壇
が
中
心
だ
と
い
う
こ

C

　
三
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
3
7
6
、
0
6
4
円

　
去
勢
平
均
　
4
1
7
、
5
1
7
円

最
高
額

　
雌
部
　
寺
原
義
雄
　
や
す
ひ
で
号

　
　
　
　
　
　
5
0
1
、
6
1
0
円

　
去
勢
部
　
椎
葉
政
美
　
美
平
号

　
　
　
　
　
　
5
6
2
、
3
8
0
円

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

寺
迫
地
区
）

　
雌
平
均
　
4
0
4
、
1
0
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
0
6
、
8
0
0
円

最
高
額

　
雌
部
　
海
野
　
直
あ
お
い
1
号

　
　
　
　
　
　
6
7
1
、
5
6
0
円

　
去
勢
部
　
田
代
栄
一
　
敏
行
号

　
　
　
　
　
　
5
6
1
、
3
5
0
円

畜
産
だ
よ
り

　
今
回
の
受
賞
の
感
想
を
会
長
の
寺

原
郁
夫
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
今

回
の
受
賞
は
非
常
に
う
れ
し
い
が
、

私
た
ち
が
花
壇
の
手
入
れ
を
し
て
い

る
時
、
道
ゆ
く
人
々
に
暖
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
の
が

何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
．
げ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉

‘」・　　　．二

黒木三郎さん

　
こ
の
ほ
ど
町
消
防
団
副
団
長
に
．
再

任
さ
れ
ま
し
た
．
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
町
消
防
団
の
発
展
の
た
め
、

全
力
で
勤
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一

ゴ藩

直野哲義さん

副
団
長
に

　
黒
木
三
郎
さ
ん

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
再
任
！

　
部
長
各
位
の
こ
推
挙
に
よ
り
町
消

防
団
長
－
．
↑
再
任
さ
れ
、
こ
の
ヒ
な
い

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
責
任
の

重
さ
を
再
認
識
し
て
い
る
所
垢
、
ご
岬
、
㌔

い
ま
す
．
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
一 歩団直話

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせ〈ださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉

町
消
防
団
長
に

　
直
野
哲
義
さ
ん



●
《
一

　
ハ　

、
、

占
う

ど蝦　
⑦

中
野
遺

編
ラ
町

　　
@　
@　
@　
@　
ｽ

と
東

　　
@　

@
る

　　
@　

@
愚

瀞
醜

　
　
　
　
　
　
　
ノ
，

わ
三諦

．
ハ
・

吹
㌃
・

レ
弓
．
ド
’

　
　
“
　
ボ

験
、

．
（

’ム”

、

や
O

り

司
さ
ん

（
四
十
六
歳
）

》

o
出
身
地

　
　
酔
臥
　
野
々
崎

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
二
十
五
年
一
月
卜
四
日

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
中
野
正
巳
〔
父
）

O
現
在
の
住
所

　
　
東
京
都
江
戸
川
区

　
現
在
は
、
前
田
建
設
L
業
掬
に
勤

務
さ
れ
、
千
代
田
区
永
田
町
で
営
団

地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
エ
事
現
場
の
所
長

さ
ん
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
、

　
奥
さ
ん
と
三
人
の
．
r
供
さ
ん
の
五
人

家
族
で
、
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
と
水
泳
と

カ
ラ
オ
ケ
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
．

★
・
．

み
3
さ
と
6
思
い
出
催
な
し

　
★

目
に
浮
か
ぶ
夏
の
日
の
“
や
り
か
た
ぎ
”

　
東
郷
町
を
出
て
早
ニ
レ
八
年
に
な

り
ま
し
た
．
．
幼
き
日
の
記
憶
は
四
、

五
歳
以
降
の
も
の
で
し
ょ
う
か
ら
、

故
郷
で
の
思
い
出
は
僅
か
に
十
四
年

間
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
、
も

う
二
倍
ほ
ど
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
．
一

し
か
し
、
そ
の
頃
の
思
い
出
は
、
今

だ
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
．
．
そ
れ

は
多
分
ふ
る
さ
と
が
他
の
所
と
は
違

っ
て
、
自
分
が
生
れ
育
っ
た
所
で
あ

る
が
故
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
家
か
ら
の
眺
め
は
実
に
す
ば

ら
し
く
、
前
方
に
、
上
か
ら
西
林
の

山
、
三
学
年
、
も
う
そ
う
山
、
そ
し

て
眼
下
の
坪
谷
川
の
流
れ
が
四
季
折

々
の
変
化
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
．

特
に
夏
の
日
の
夕
立
の
山
肌
を
背
景

に
し
て
勢
い
よ
く
走
る
“
や
り
か
た

ぎ
”
の
様
子
が
懐
し
く
目
に
浮
び
ま

す
。
雨
足
が
見
れ
る
こ
と
な
ど
珍
し

く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他

活
気
あ
る
町
起
し
に
期
寺
〃

　
東
郷
町
か
ら
出
て
い
る
者
に
と
っ

て
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
共
通
の
思

い
は
、
「
．
活
気
あ
る
楽
し
い
所
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
幼
い
頃
の
記
憶

の
中
に
あ
る
我
々
を
、
あ
た
た
か
く

ま
た
厳
し
く
見
守
っ
て
く
れ
た
ふ
る

　
　
　
　
　
　
！
イ
　
　
“

さ
と
が
、
い
つ
ま
で
も
か
わ
ら
ず
に

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
随
分
身

勝
手
な
私
の
希
望
で
す
。
先
月
の
百

武
彗
星
騒
ぎ
な
ど
全
く
無
縁
な
東
京

の
夜
空
の
下
で
暮
し
て
い
る
と
、
東

郷
町
の
あ
の
満
天
の
星
が
実
に
す
ば

ら
し
く
思
わ
れ
ま
す
．
最
近
よ
く
、

の
所
で
は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
小
学
校
の
遠
足
で
、
裏
の

ま
め
と
び
山
に
登
り
、
山
陰
か
ら

日
向
、
さ
ら
に
は
そ
の
向
こ
う
に
白

く
輝
く
日
向
灘
が
山
の
上
に
漂
っ
て

い
る
の
を
不
思
議
が
っ
て
見
入
っ
た

も
の
で
し
た
、

レ
仲
深
野
々
崎
か
ら
み
た

　
西
林
山

住
み
や
す
い
所
と
か
、
働
き
や
す
い

所
、
あ
る
い
は
生
活
し
や
す
い
所
な

ど
採
点
し
て
比
較
す
る
の
を
見
か
け

ま
す
が
、
人
の
見
方
に
よ
っ
て
評
価

は
ま
ち
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
東
郷

町
は
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境

を
も
と
に
活
気
あ
る
町
起
こ
し
を
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

一娼一
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

春
日
な
が
水
藻
の
か
げ
に
小
鮒
追
い

心
お
ど
り
し
幼
か
り
し
日

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

真
白
な
る
卒
園
の
児
等
偏
差
値
の

色
に
染
め
分
け
ら
る
る
が
待
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
僑
口
録
司

朝
々
を
後
追
い
か
く
る
子
犬
ペ
コ

タ
ベ
帰
れ
ば
庭
に
待
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

う池
すの
紅辺

春ひ
日そ
優け
しく

も咲

拓吃皆瓶一瓶一瓶柄聖舗章舗寒無戦舗章舗．幅娼一蝋庵琳冊

憂
き
こ
と
は
海
に
捨
て
ん
冬
の
日
の

寄
せ
く
る
波
の
青
き
谷
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

山
裾
の
せ
せ
ら
ぎ
ぬ
る
む
一
株
の

せ
り
芽
を
延
ば
し
春
を
告
げ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
予

注
ぐ
茶
に
思
い
が
け
な
く
茶
柱
が

立
ち
て
味
わ
う
朝
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

さ
は
や
か
な
挨
拶
交
は
す
児
童
ら
を

今
朝
も
は
げ
ま
す
夫
の
声
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
．
r

病
む
た
の
べ
．
ト
の
た
め
に
あ
き
ら
め
て

捨
〆
、
し
干
支
達
雨
に
濡
れ
を
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

こ
の
冬
を
よ
く
ぞ
耐
え
た
り
君
子
蘭

四
年
目
に
し
て
花
芽
つ
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
予

年
輪
を
重
ね
し
梅
の
逞
し
き

地
に
這
う
枝
に
花
の
芳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

つ
ぶ
ら
な
実
赤
き
南
天
思
い
出
の

亡
き
友
偲
び
一
枝
手
向
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

池
の
辺
に
ひ
そ
け
く
咲
き
し
佗
助
の
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“山ざくら花学園。修了式
3月14日〔木

平成6年度に山ざくら花学園に入園した坪谷の鈴木法

子さんが2年間の学習課程を終了し、第2期生として卒

業を迎えました一

式では学園長の渡邊教育長から修了証書が手渡されま
した、

最後に2年間を振り返り、楽しく勉強することができ

ました，今後もいろいろな活動に積極的に参加したい一

とあいさつを述べました．

◎
♂

－璽重蓋至藍三；τ董［茎．三．茎－且翼裏璽：璽ぎ星z璽里∫茎．－－蓋蓋豆＝三室藍薫豆璽：璽互董璽亙五夏茎亙更ξ墓三量互三口τ茎－－．亙裏一要童竃夏．喜嚢三三】【亙一亘二∫言画調

餓墨

’襲

　　’覧・鎗鑑蓼』

：　　　」臨没者合同追悼式
．　　4月3日1水

：　西南戦争から太平洋戦争までの戦没者418名のご冥福

：　を祈る戦没者合同追悼式が、鶴野内成願寺の忠魂碑前で

　行なわれました＝当日は戦没者の遺族約3｛〕0名が参加、

　遺族を代表し町遺族協助会会長の寺原国義さんが戦没者

．に対し追悼の言葉を述べました、最後に、忠魂碑に対し

・各地区の遺族の代表による献花が行われ追悼式をしめく

：くりましたが、有りし日の家族を偲んで’しめやかな雰囲

＼気のなかで行われました．

葦璽．一＝．互■τコ【τ互＝夏一】【－三．三互冨璽一－竺コ【三］【．工－－－璽一茎7塁一【茎∫重亘三重三星【塁言．重重軍董軍亘－豆夏茎｝－三ま裏互葦｛至三亙夏

新一年生〃入学おめでとう〃
4月10日水

小学校では一斉に入学式が行われ、町内で67名の児童

が新一年生となりました，

今年は越表小学校では一年生のいない寂しい新学期と

なりましたが、全体的にみると昨年より11名多い入学式

でした。

・寺迫・」・学校25名（うち日向市から13名・

・三瀬小5名　。東郷小27名　・坪谷小9名

・美々津小田の原分校1名 ・腸、

嚢賦

鑑鵬南下
璽．王7璽望ヨ【里二二玉一］］］【互延；【一】［＝【＝皇璽璽＝璽＝r星－工【娼【コ〔｛－－日「三＝【璽互コ【r－．τ】【■三！【】【τーヨ【一翼翼Σττ－．璽一茎ヨ【璽重軍星－－．亙■

＼
廠

　
　
メ
ニ

〃
き

町の土産物紹介します

：　P牧水生誕の里　東郷一の文字の入った観光ミニ

・提灯〔定価800円）とキーホルダー／定価400円1の

・土産物を福瀬の山下技建㈲が製作しました．牧水公

　園内の牧水庵で販売しています一

　　．〆窮つ〆

醗r醗　　4く》 ど
ゴ
、　
／
へ

掛
’
ド
／
？

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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◎叢誌囹⑤磯
　☆★☆山陰保育園☆★☆
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▼題「パスに乗ったこと」

　　　　　　　／
　＿一＿／づ
．紳。窪碇P

．・… �プレ
　惣＿　’島山嶋蜘一

驚烈漆

　　　福1転ト村の
いわ　た　みず　き

岩田瑞紀ちゃん6歳
母：岩田弘美さん

O好きな食べ物は何ですか？

　ウイン＋一

〇好きな遊びは何ですか？

　滑り台

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　花屋さん

翁
．
淵
藁

、
，

ン妙

　　　小野田住宅の
し毛わ　み　　 りょう

岩見　遼くん5歳．
父：岩見　進さん

母：　喜美．∫・さん

O好きな食べ物は何ですか？

　きゅうり

O好きな遊びは何ですか？

　自転車に乗ること

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　消防士

、
脚

厄

’濯 　、

製隈

、

　　　

も撫拶麹鞍幽霧潔

嬢樗

▲題「お散歩でお花見をしたこと」
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航皿ま田量職脚．灘郵薗一

瓢の話＝題
壷1巴こ田線置、脚ξ一
町消防団第1部長
　　畝原幸裕さん
Eヨ本消防協会長表彰をうける

　3月17日宮崎市民会館で

開催された、平成7年度宮

崎県消防大会において、消

防団第1部長の畝原幸裕さ

んが日本消防協会長表彰を

受けました、

　この表彰は、永年にわた
り消防使命の達成につくさ

れた功績が評価されたもの

です、また、兄弟現職団員

表彰も行なわれ｛福瀬の岩
田．ﾃ和・健吾さん、鶴野内

の小松総・龍二さん、越表

の海野真吾・憲明さん兄弟

が表彰されました。

回
回
圃
回
凶
回

運
転
免
許
証
の
住
所

変
更
は
お
済
み
で
す
か

　
転
勤
等
で
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方

は
、
免
許
証
の
住
所
変
更
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
、
．
免
詐
更
新
の
通
知
が

免
許
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
地

に
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．
住
所

が
変
っ
た
方
は
、
警
察
署
で
早
め
に

免
許
証
の
記
載
事
項
を
変
更
し
て
く

だ
さ
い
．
、

受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～ユ2時0（1分まで．

乍後2時00分～17時00分まで．

県内の住所変史 免許証のみ
住所変史

県外から県内への住所変更

免許証

ﾆ許用写真　1枚

県内の本籍、氏名等の変史

免許証．

Z民票の写し．本籍記載のもの1本籍、氏名

ﾌ　変　吏

県外から県内への本籍、氏名等の変更

免許証　免許用写真1枚
Z民票の写し．本籍記載のもの．

東郷町内で3月に
発生した交通事故

発生場所 件数

鶴野内　地区 1件

福　　瀬　　地　　区 4件

小　野　田　地　区 5件

田野・羽坂地区 Of牛

坪　　谷　地　　区 lf牛

寺　　迫　　地　　区 0件

八重原・迫野内地区 0件

計 11件

年
間
合
副．

　　　1

　　月

；
l

lll目

身25

事件
故
2

件

　
今
年
も

☆
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

☆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

を
重
点
項
目
に
し
た
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
終
り
、
い
よ
い
よ
大
型

連
休
を
迎
え
ま
す
．
．
レ
ジ
ャ
ー
等
で

自
動
車
を
運
転
す
る
機
会
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
．

　
特
に
、
初
心
者
（
免
許
を
取
得
し

て
か
ら
一
年
以
内
）
の
人
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
共
に
自
動
車
の
前
、
後

部
に
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
、
初

心
者
マ
ー
ク
を
付
け
て
か
ら
右
転
し

ま
し
よ
う
．
．

　
違
反
点
数
が
一
二
点
（
一
回
の
唯
遅
反

点
数
が
三
点
の
場
合
は
四
点
）
に
な

る
と
、
初
心
運
転
者
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
初
心
運
転
者

講
習
を
受
け
な
か
っ
た
り
、
講
習
成

績
が
悪
糠
合
は
運
転
免
許
が
取
り

消
し
に
な
り
ま
す
．
　
（
文
責
一
久
保
｝

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　　　⑨媚8こ”り

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
賞
を
受
賞

　
去
る
3
月
日
日
、
東
京
砂
防
会
館

に
お
い
！
、
、
ん
L
国
土
地
回
｛
艮
事
業
団

体
連
合
会
主
催
に
よ
る
農
村
総
合
整

備
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
地
区
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
本
町
は
全
国
上
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
．●

三
業
名
　
農
村
総
合
整
備
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
事
業

●
事
業
期
間
　
昭
和
5
1
年
度
～
平
成

　
　
臣

　
　
は

　
　
凝

た
袈

し
翻

は
麟

卦
一

決
脇

が
の

金
礒

賃
が

働
捨

労
忍

業
糊

作
作

農
膿

　
　
鞍

　
　
朗

　
　
平

●
総
事
業
費

●
主
要
事
業

3
年
度

16

ｭ
9
千
万
円

ほ
場
整
備
3
5
㎞

用
排
水
整
備
鰯
m

農
道
整
備
茄
m

　
　
　
　
ほ
つ
い

集
落
道
整
備
畑
m

　
　
　
　
　
ヨ

営
農
飲
雑
用
水
既

農
村
公
園
整
備
」

　
こ
の
事
業
に
関
係
さ
れ
た
方
々
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
．
．

平成8年度 備　　　　　考

耕起 5，000
整理田 二代 4，000

初　田 二代 6．⊂）（，o

耕起 5．⊂）0⊂）】未整
荒代 4，000

理　田
植代 6，OOO
再起 6．5し）ぐ）

整理田 荒代 5．20（＝）

唖聾 6，000

水
　
稲
　
作
　
業

飼
料
f
納
物
跡
地

耕起 6．5C）0未　整
掾@田

荒代 5，200
植代 6，000

田　植
整　　理　　田 6，000
未　整　理　田 6．O（：）O

1．補植は含まない
Q．苗連搬は含まない

整　　理　　田 14，000コンノぐ
Cン 未　整　理　田 14，000

1，ひも代は含まない

整　　理　　田 6．00（）
〃バイン

_ー 未　整　理　田 6，000

脱　穀 ハーベス　ター一
P袋当たり

400 1．三代は含まない

作耕
ﾆ転

耕　転 ハワーーディスク 3，500
但し15〔m．～20〔揃

ﾝ出料金、　500円
深　　耕 プ　　　ラ　　　ウ 5，000
農機．具使用者日当 10，000
田植作業〔男、女共） 8，000

労一
ｱ
三
二
り

男 8，000
一般農作業 女 6，000

1けア ㌧当り・注意事項 立地粂件によっては割り増し料金を設定することがある
割り増し料金は、受委託者間で設定する．
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㊥
㊥

凶

Q
＆
A
⑦

凋
A
国
民
年
金
は
不
測
の
事
故
に
も
備

揖
え
ま
す
。

τ
将
来
の
こ
ン
・
よ
り
現
在
の
生
活
を

温
　
充
実
さ
せ
た
い
の
で
老
後
の
こ
と

置　
ま
で
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
．

凶皿温置
｝
国
民
年
金
の
年
金
給
付
に
は
、
丁

香
蓬
年
金
の
ほ
か
に
、
障
害
諜

　
年
金
、
遺
肇
礎
年
金
、
寡
婦
年
金

7
あ
・
ま
す
．

場
　
あ
な
た
が
不
測
の
事
故
で
障
害
者

嗣

に
な
り
働
け
な
く
な
っ
た
ら
、
あ
る

い
は
夫
に
先
立
た
れ
て
幼
な
い
子
と

生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
…
…

こ
れ
は
決
し
て
将
来
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
．
、

　
ま
た
、
基
礎
年
金
制
度
は
、
現
役

世
代
の
保
険
料
で
老
齢
世
代
の
年
金

給
付
を
賄
う
と
い
う
世
代
間
の
扶
養

の
し
く
み
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、

20

ﾎ
か
ら
6
0
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

は
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
単
に

自
営
業
の
人
だ
け
に
限
ら
ず
、
会
社

　
年
金
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

住
民
課
保
険
年
金
係
ま
で
．
、

員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
制
度
か
ら
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

民
年
金
に
拠
出
し
て
基
礎
年
金
を
支
冨

え
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
　

の
で
す
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
意
志
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

で
加
入
の
是
非
を
決
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
、
国
民
年
金
に
加
入
す
国

る
こ
と
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
こ
と
凶

を
ご
理
解
だ
ざ
・
い
．
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
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＆

醤置凋置温凋凶
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岡
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，
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劉
“
闘
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閃
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N
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図
凶
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門
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隅
隣
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閃
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図
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図
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圏
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阻
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図
門
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鯛
睡
図
門
岡
岡
附
睡
岡
目
圏
図
門
瞬
岡
開
瞬
図
附
瞬
髄
阻
貿
h
圓
陞
図
附
睡
図
繭
貿
図
鯛
阿
図
開
睡
h
岡
隠
岡
”
瞳
岡
鯛
圏
随
門
國
岡
岡
囲
」

i
表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説
一

　
一
静
け
き
に
な
く
咳
き
こ
ゆ
歩
く
声

に
こ
も
れ
る
い
の
ち
あ
り
が
た
き
か

も
」
こ
の
歌
は
昭
和
二
年
二
九
二

七
・
四
十
二
歳
）
一
月
頃
の
作
で
「
小

鳥
い
ろ
い
ろ
」
と
題
し
て
十
三
首
詠

ん
だ
中
の
一
首
で
す
．

　
昭
和
二
年
と
言
え
ば
牧
水
は
昭
和

三
年
に
逝
去
し
ま
し
た
か
ら
最
晩
年

の
作
と
言
え
ま
し
ょ
う
、
「
小
鳥
を
愛

し
、
木
々
の
間
を
ほ
し
い
ま
ま
に
遊

び
、
ほ
し
い
ま
ま
に
歌
う
小
鳥
の
声

を
聞
く
こ
と
は
牧
水
の
旅
の
目
的
の

ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
歌
も
冬
の
あ
る
静
か

な
日
、
聞
え
て
く
る
小
鳥
の
喘
ぎ
声

渡
　
邊
　
邦
　
彦

を
詠
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
「
こ
も
れ

る
い
の
ち
あ
り
が
た
き
か
も
」
に
深

い
哀
愁
が
伝
わ
っ
て
ぎ
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
牧
水
の
歌
に
つ
い
て
大

悟
法
利
雄
氏
（
故
人
）
は
「
初
老
に

入
っ
て
か
ら
の
】
連
の
作
に
は
、
若

い
頃
の
歌
と
は
ち
が
っ
た
、
な
ん
と

も
い
え
な
い
深
い
哀
愁
が
こ
も
っ
て

い
て
、
そ
れ
が
ひ
た
ひ
た
と
読
者
に

迫
っ
て
来
る
、
こ
の
あ
た
り
の
歌
に

な
る
と
声
調
も
流
麗
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
枯
淡
に
な
っ
て
、
底
に
「
さ

び
」
を
含
ん
で
来
て
い
る
し
と
評
し

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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1

軌、
、

亀
う

ど拶4

牧
水
公
園
開
園
式

▽
日
時
　
5
月
1
4
旦
火
）
1
0
時
当
分
～

▽
場
所
　
牧
水
公
園

三
世
代
交
流
ゲ
桑
ル
］

　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

属
弔
4
回
．
二
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

東
郷
病
院
看
護
婦
（
士
）
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　　　　　　　　　　　　　お知らせ

　　　　　《《i〈イ：レ7二丁ーショ：レ》》〉

青年海外協力隊募集説明会　｛．　●表景〔｝鼠年一国轟羨鷹

旧時および錫　　　 寸寸翫1輿馨翻蠣
　
平
成
八
年
度
東
郷
町
国
民
健
康
保

険
病
院
の
看
護
婦
（
士
）
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
試
験
の
種
類
・
採
用
予
定
人
員

　
看
護
婦
（
士
）
　
若
干
名

▽
受
験
資
格
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
年
齢
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
看
護
婦

〔
十
）
の
免
許
を
有
す
る
者

▽
試
験
の
日
時
・
場
所
及
び
合
格
発

　
表

　
●
日
時
　
　
L
ハ
月
二
L
一
「
一
目
（
土
）

　
　
午
前
八
時
受
付

　
●
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
二

　
　
階
会
議
室

　
●
合
格
発
表
　
六
月
下
旬

▽
試
験
の
方
法

　
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
身
体
検
査

▽
受
験
手
続

　
●
申
込
用
紙
の
交
付
場
所

　
　
東
郷
町
役
場
総
務
課
、
東
郷
町

　
　
国
民
健
康
保
険
病
院

　
●
申
込
用
紙
の
提
出
先

　
　
東
郷
町
役
場
総
務
課

▽
受
付
期
間

　
五
月
十
日
（
金
）
か
ら
五
月
一
二
十

　
一
日
（
金
）
ま
で

▽
詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
ま
で

2．資　格：満2財．～満13財までゐ

　　　　　　日本国籍を持つノ∫

3．派遣地域：アジア・アフリか中近東
　　　　　　中南米・東欧
4．問合せ先

　福岡市博多区博多駅前2－9－28

1福岡商工会議所ビノレ1細

国際協力事業団九州支部

TELO92－451－3380

擢
l
l
l
I
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I
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－
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ー
ー
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l
i
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I
i
i
I
l
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－
i
ー
ー
ー
i
、
一
l
i
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」
I
i
i
I
」
l
i
」
l
i
i
ー
ー
ー
、
ー
ー
i
l
i
i
」
I
i
i
i
－
i
i
一
、
一
」

大
会
一
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
．

　
．
r
ど
も
た
ち
と
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

と
れ
た
ハ
ツ
ラ
ツ
フ
レ
ー
を
皆
さ
ん

で
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
．

▽
日
時
　
5
月
1
2
口
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

土
地
取
引
の

　
　
　
届
出
に
つ
い
て

　
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
っ
て
、
　
一

定
面
積
（
東
郷
町
の
場
合
】
万
m
｝

以
し
の
土
地
に
つ
い
て
売
買
な
ど
の

取
引
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
届
出

か
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
．
届
出
を

し
な
い
で
土
地
取
引
を
し
た
り
、
偽

り
の
届
出
を
す
る
と
、
法
律
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
土
地
取
引
に
関
す
る
届
出
書
の
用

紙
の
受
取
り
・
提
出
・
問
合
せ
に
つ

い
て
は
、
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
願
い

　
5
月
は
自
動
車
税
を
納
め
る
月
で

す
最
寄
り
の
銀
行
、
農
協
又
は
郵

衙医

ﾇ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
、

…
納
期
限
は
、
［
。
月
忌
で
す

一丁
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

サ
）
使
用
し
て
い
な
い
車
の
納
税
通
知

　
書
が
届
い
た
．

⑥
車
を
他
人
に
譲
っ
た
。

　
等
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
．

　
　
　
　
　
日
向
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
費
5
2
－
4
1
4
8

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
5
月
1
9
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
2
1
口
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

町
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
5
月
1
5
日
〔
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
一
期

　
　
　
　
　
　
　
　
善
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
し
げ
ま
す

［
4
月
5
H
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
坪
谷
の
矢
野
フ
サ
．
r
さ
ん
か
ら

（
長
助
さ
ん
・
し
ト
四
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
咲
枝
さ
ん
か
ら

（
栄
さ
ん
・
六
十
κ
歳
逝
去
）

◎
ヶ
追
の
海
野
ヒ
ロ
エ
さ
ん
か
ら

〔
佐
津
男
さ
ん
・
六
卜
六
歳
逝
む
ご

般
　
寄
　
付

　
鶴
野
内
の
寺
田
義
則
さ
ん
、
寺
田

恒
夫
さ
ん
、
急
迫
の
黒
木
絹
子
さ
ん

か
ら
快
気
祝
い
と
し
て
、
ま
た
、
迫

野
内
さ
く
ら
親
f
会
か
ら
寄
付
金
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一

一

●

　
　
（
三
月
届
出
書
）

結
婚
お
め
で
と
う

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒
木
哲
夫

橋
本
ア
サ
エ

海
野
佐
津
男

矢
野
長
助

氏
名

87

ﾎ

82

ﾎ

66

ﾎ

74

ﾎ
年
齢

仲
深

八
重
原

ぴ
迫

坪
谷

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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